
ＤＡＣＳ－１５００ ディジタル出力状態読取機能付 説明書
製品型式 ＤＡＣＳ－１５００－ＤＯＲ

ＤＡＣＳ－１５００－ＤＯＲ は、ＤＡＣＳ－１５００標準版に、ディジタル出力状態読取

機能を追加したものです。この機能により、アプリケーションプログラム側にて、出力状態

をいつでも読取ることかできます。

ＤＡＣＳ－１５００のディジタル出力は、電源投入時に全ビット０出力の初期状態となり、

その後、アプリケーションプログラムにて、Ｗコマンドを送信することにより、出力状態を

変更することかできます。この出力状態は、ＵＳＢプラグを抜くとか、パソコンの電源を切

断しない限り、Ｗｉｎｄｏｗｓを再起動しても初期化されることはなく、変化することはあ

りません。従って、アプリケーションプログラムを再起動したような場合に、それ以前の出

力状態を確認するのに、この読取り機能を有効に使用することができます。

まず、DACS-1500標準版の説明書をご覧ください。

ディジタル入出力機能の詳細、入出力信号の電気的仕様、および

ＵＳＢインターフェイスの詳細は、

ＤＡＣＳ－１５００標準版の説明書をご覧ください。

標準版の機能はそのまま使用できます。

ＤＡＣＳ－１５００ ディジタル出力状態読取機能付では、ＤＡＣＳ－

１５００標準版の動作仕様に追加して、出力状態読取機能が使用できま

す。ディジタル入出力に関しては標準版と同じ動作をします。

（注）ＡＤ変換制御機能は使用できません。
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１． ディジタル出力状態読取りコマンドデータ形式
（PC DACS-1500）

アスキーコード文字列 ｓ × 

↑ ↑ ↑

① ② ③

① ｓ（小文字） ディジタル出力状態読取りコマンド識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 小文字も可）

基板のディップスイッチ設定と同一とすること。

③ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し
ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、標準仕様説明書を参照ください。

２． ディジタル出力状態データ形式 （DACS-1500 PC）

ディジタル出力状態読取りコマンドの応答としてDACS-1500がホストに送信します。

アスキーコード文字列 Ｒ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑
① ② ③ ④

① Ｒ（大文字） 受信データ識別文字コード

② ０～９，Ａ～Ｆ 基板識別ＩＤコード（１６進数文字表記 大文字）

基板のディップスイッチ設定により決まる。

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（大文字）

ディジタル出力状態データ

左端より bit23～20 右端が bit3～0

応答データは、それ以前のＷコマンドにて設定した値です。
ＰＷＭ出力指定を行った場合には、実際のディジタル出力とは

異なることになりますのでご注意ください。

対応するコマンドデータの省略があっても、応答内容には省略

はなく、常に固定長です。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

対応するコマンドの末尾と同じコードを返します。

（完）


